
達
磨
多
羅
暉
経
説
通
考
疏
に
つ
い
て

i

白

隠

輝

の

一
側

面
ー

/

木

村

静

雄
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本
疏
の
序
説
に
よ
れ
ば
、

東
嶺
が
始
め
て
達
磨
多
羅
輝
経
を
手

に
し
た
の
は
寳
暦
十
二
年
四
十
二
歳
の
秋
で
あ
り
、

始
め
て
之
を

-講
じ
た
の
は
安
永
三
年
五
十
四
歳
甲
州
清
泉
寺
に
於
い
て
団
あ
つ

た
。
爾
後
度
々
提
講
し
て
、

年
譜
に
は
天
明
六
年
六
十
六
歳
大
阪

國
恩
寺
で
講
じ
た
の
を
最
後
と
し
て
い
る
。

其
間
安
永
五
年
に
は

火
災
に
遭
う
て
書
稿
を
焼
失
し
乍
ら
、

「
重
ね
て
大
誓
を
奮
起
し

考
讃
倦
む
こ
と
を
忘
れ
」

維
典
祀
録
を
博
引
傍
謹
し
て
本
疏
を
完

成

し
た
の
は
天
明
元
年
六
十

一
歳

の
六
月
二
十
八
日

信
州
玉
林
寺

に
於
い
て
ビ
あ

つ
た
。

そ
し
て
天
明
四
年
に
は
六
冊
本
と
し
て
玉

林
寺
か
ら
上
梓
さ
れ
た
。

そ
の
量
に
於
い
て
は
縄
師
最
大
の
著
述

で
あ
り
、
圓
熟
期
の
榮
作
で
あ
る
。

東
嶺
は
言
う
ま
で
も
な
く

本
経
を
輝
宗
初
租
菩
提
達
摩
大
師
の

所
説
と
信
じ
て
そ
の
研
究
に
心
血
を
注
い
だ
の
で
あ
る
が
、

そ
の

と

　
そ

　

　
　

動
機
は

「
設
非
二大
師
之
説

一若
不
下
具
=大
師

眼
一底
人
上孚
敢
論
説
」

と
い
う
白
隠
の
示
唆
に
も
よ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
歴
史
的
考
讃

の
論
檬
と
し
た
の
は
、
專
ら
宋
の
契
嵩
の
傳
法
正
宗
論

(傳
法
正

宗
記
巻
第
十

一
)
で
あ
つ
た
。

契
嵩
は
西
天

二
十
八
租
読
を
擁
護

す
る
た
め
に
、
梁
の
櫓
旧祐
の
出
三
藏
記
集
を
依
用
し
て
、

そ
こ
に

墾
げ
ら
れ
る
達
磨
多
羅
が
菩
提
達
磨
の
法
俗
合
名
で

あ
る
と
し
、

達
磨
多
羅
輝
経
を
菩
提
達
磨
所
説
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
本

経
に
説
か
れ
る
小
乗
的
観
行
が
實
は
大
小
乗

に
通
ず

る
も
の
で
あ

り
、
達
摩
が
そ
の
渡
來
以
前
に
方
便
と
し
て

先
づ
本
経
を
流
布
せ

し
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る

の

で

あ

る
。

然
し
な
が

ら
、

中
國

の
琿
者
に
於

い
て
も
本
経
を
菩
提
達
摩
所
読
と
す
る
者

は
契
嵩
以
外
に
は
見
當
ら
な
い
し
、

現
代
の
佛
教
學
佛
敏
史
學
に

於
い
て
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
所
で
あ
る
。

東
嶺
が
契
嵩
に
從

つ
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て
本
経
を
初
租
達
摩
の
名
に
於
い
て
罐
威
づ
け
た
こ
と
は
、

そ
の

限
り
に
於
い
て
明
か
に
史
實

に
反
す
る
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら

な
い
。
し
か
し
、

東
嶺
が
本
経
を
取
上
げ
た
動
機
は
達
磨

の
名

に
あ
る
と
し
て
も
、

そ
の
研
究
内
容
の
暉
學
的
意
義
は
全
く
別
の

も

の
で
あ
る
。
師
ち
、

東
嶺
が
そ
の
深
い
琿
経
験
を
通
し
て
此
の

古

い
暉
経
に
新
し
い
意
義
と
使
命
を
與
え
、

白
隙
輝
の
組
織
盟
系

の
中
に
積
極
的
に
之
を
撮
取
し
よ
う
と
し
た
眞
摯
な
努
力
は
高
く

評
贋
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

二

 

達
磨
多
羅
琿
経
は
達
磨
多
羅
と
佛
大
先
に
依

つ
て
編
集
さ

れ
、

東
晋

の
佛
陀
駿
陀
羅
に
よ
つ
て
繹
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
安
般

守

意
経
、
暉
秘
要
法
経
、

修
行
道
地
経
、
治
輝
病
秘
要
経
、
五
門

暉
経
要
用
法
、
坐
輝
三
昧
法
門
経
、
輝
法
要
解
経
等
と
共
に
、

初

期

の
中
國
佛
教
に
三
學
の

一
と
し
て
の
暉
定
と
観
法
を
普
及
し

た

い
わ
ゆ
る
琿
経
の

一
で
あ
る
。

そ

の
内
容
は
、
安
那
般
那
印
ち
敷
息
観
、

不
澤
観
、
地
水
火
風
空

識

の
六
大
の
空
を
観
ず
る
界
観
、
四
無
量
心
、

五
陰
六
入
、
十
二

因
縁
等
の
教
理
を
観
ず
る
坐
暉
法
を
読
く
も
の
で
あ
る
が
、

之
を

何

の
疑
い
も
な
く
達
磨
大
師
の
教
説
と
信
じ
た
東
嶺
は
、

「
浬
桀

経

を
以

つ
て
経
の
本
と
爲
し
、

華
嚴

・
法
華

・
榜
伽
を
以
つ
て
義

の
詮
誠
と
爲
し
、

阿
含
等

の
諸
経
を
以
つ
て
事
の
因
縁
の
根
基
と

爲
し
」

(序
説
)

豊
富
な
佛
祀
の
機
縁
を
引
例
し
て
讃
論
と
し
、

本
経

一
篇
の
内
容
を
完
全
に
自
家
藥
籠
中

の
も
の
と
し
た
。

そ
こ

に
は
固
よ
り
歴
史
の
飛
躍
と
思
想
の
混
同
が

あ
る
が
、

そ
の
佛
教

學
か
ら
神
道
に
至
る
廣
い
敏
學
的
知
識
の
基
盤
と
、

彼
自
身
の
透

縄墜

蘇

羅

錨
麟

作轍購

ビ臼講繕

る
の
で
あ
る
。

今
こ
＼
に
そ
の
大
要
を
記
す
繁
は
避
け
な
け
れ

ば

な

ら

な

い

が
、
各
分
章
の
名
目
と
、

東
嶺
の
見
解
を
示
す
総
評
の

一
節
を
左

に
引
用
し
て
そ
の
傾
向
を
窺
う
こ
と
に
し
た
い
。

(第

一
)

修
行
方
便
道

安
那
般
那
念

退
分む
　

見
性
成
佛
軍
傳
心
印
、
師
是
日
=修
行
勝
道
一。

修
暉
観
法

む

　

　

普

蓋

二
性

源

一、

是

日

=
修
行

方

便

道

一。

(
上

之

一

・

一
ノ

ニ
表

)

　

む

第

一
安

那

退

分

者

、

是

明

下
習

レ定

進

レ
道

不

r解

=
方

便

一、

多

有

上
=
退

随

一
(
同

一
ノ

ニ
裏

)

(
第

二
)

修

行

勝

道

退
分

　

明

下
初

心
見

道
如

二
電

光

梯

一不

レ
加

二
精

進

一
退

過

日

深

上

(
同

ニ
ノ

一
表

)

(
第

三

)

修

行

方

便

道

安

般

念

住

分

明

下
修

得

輝

定

誇

レ功

負

r
氣

不

γ
求

=
正

見

一不

γ
参

=
明

師

一

守

二
濁

善

寂

一柾

錯

中
多

生

上

(
上

之

二

・
三

ノ

一
表

)
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(
第
四
)

修
行
勝
道

住
分

明
下
錐
=見
地
分
明

一不
レ疑
二言
句
一是
爲
二大
病
之
義
上

(同

四

ノ

一
表
)

(
第
五
)

修
行
方
便
道

安
般
念

升
進
分

明
下再
修
=圓
通
命
根
噺
工
夫
一壷
=縄
定
底
一
噺
=
妄
想
根

一

　

盆
く
進
申勝
道
升
進
重
關
上
(同
五
ノ

一
表
)

(
第
六
)

修
行
勝
道

升
進
分

明
二悟
後
請
盆
透
關
穿
馨
一、

臨
濟
録
所
謂
穿
墾

作
一二

柱

大
樹
一者
是
也

(同
六
ノ

一
表
)

(
第
七
)

修
行
方
便
道

安
般
念

決
定
分

明
三了
了
徹
底
出
浸
無
凝
隙
顯
自
在
是
爲
一一決
定
義

一。

(上

之
三

・
七
ノ

一
表
)

(
第
八
)

修
行
勝
道

決
定
分

明
下見
性
明
了
如
レ見
二
掌

上
一、

差
別
大
小
法
門
悉
達
分
;

其
錨
鉄

一恰
如
中呆
日
耀
γ天
明
鏡
當
吉
壷

(同
八
ノ

一
表
)

(
第
九
)

修
行
方
便
道

不
浄
観

退
分

…
欲
レ断
二
一
切
煩
悩

一、以
二不
潭
観
一最
爲
=第

一
一…
…
見
性

こ

　

菩
薩
亦
復
如
是
、
法
身
慧
燈
錐
r有
明
照
一、
三
毒
邪
氣
未
レ

能
=全
除
一、
若
不
γ観
」
一達
封
治
方
便

一大
好
法
身
不
γ能
レ

全
r命
…
…

(下
之

一
・
九
ノ
三
表
)

(第
十
)

修
行
方
便
道

不
澤
観

住
分

偏
修
=不
澤
観
一者
、

但
猷
患
心
無
二
慧
解

一故
、

悉
成
=案

　

窟

一不

レ
得

二
自

在

一、

於

二
自

受

用

一尚

不

二
自

在

一、

何

於

=

化

他

一轄

=
無

碍

輪

一
…

…

(
同

・
十

ノ

一
表

)

(
第

十

一
)

修

行

方

便

道

不

澤

観

升

進

分

、

明

下
於

一一不

澤

観

上

一兼

修

一一實

相

之
観

一、

究
中
取

取

捨

隠

顯

澤

不

澤

自

在

三

昧

之

地
上

(
同

・
十

一
ノ

一
表
)

(
第

十

二
)

修

行

方

便

道

不

澤

観

決
定

分

明

下
初

以

二
一二
十

六
物
…二
観

二
不

深
～業
緬
一、

次
依

=
一
乖
小
實

相

一

観

=
純

深

義

一、

二
観
成

熟

二
諦
圓

融

噺

=
煩

魑

障

一
除

=
所

知

障

一、

彼

此

了

徹

取

捨

任

意

、

以

レ
之

受

用

脱

洒

自

在

、

以

レ
之

度

脱

鷹

攣

無

碍

、

是

名
中
決
定

分
上
。

菩

薩

若

不

F

到

二
此
決

定

之
位

一何

以

入

=
佛

界

一入

=
魔

界

一、

作

=
順
方

せ
　

便

一作

=
逆
方

便

一任

γ縁

度

二
脱

六
道

四

生

一
…
…

…

(
同

・

十

ニ
ノ

一
表

)

(
第

十

三
)

修

行

観

界

分

こ

　

最

有

一一全

提

之

一
著

子

一…

明
下
界

者

総

名

一一
地

水

火

風

空
識

こ

　

之
六
、
別
指
=
六
十

二
界
等

一、

安
般
勝
道
及
不
澤
観
純
熟

後
、
以
=此
六
大
観
一重
加
=精
錬

一便
到
申自
利
利
他
大
自
在

大
解
脱
之
場
上

大
凡
勝
道
四
分
錐
レ有
=階
漸
一只
是
見
性

一
實

相

耳
。

安

般
不
深
之
八
分
者
錐
γ有
=前
後

一同
約
二方
便

一、

就
レ中
安

般
念
者
止
之
方
便
、
不
澤
観
者
観
之
方
便
、

此
界
観
者
印

　

全

提

之

要

路

子

。

(
下

之

二

・
十

三

ノ

一
表

)
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(第
十
四
)

修
行
四
無
量
分

入
一一菩
薩
行

一之
要
路
也
。
…
…
明
下
菩
薩
能
學

一行
願

一調
γ

根
棟
γ器
位
齊
二佛
租
一可
上
γ起
一一廣
大
心
無
碍
用
無
畏
自
在

と

　
せ

之
徳

一、

菩
薩
設
得
一一了
了
見
性

一差
別
向
上
共
到
二
究

立昇

若
不
7起
=此
四
無
量
心

(慈
悲
喜
捨
)
一
依
レ
蕾
只
斯

二
乗

小
果
。

(同

・
十
四
ノ

一
表
)

(第
十
五
)

修
行
観
陰
分

重
論
一一暉
定
之
密

一
(同

・
十
五
ノ

一
表
)

(第
十
六
)

修
行
観
入
分

重
明
=戒
行
之
妙

一
(下
之
三

・
十
六
ノ

一
表
)

(第
十
七
)

修
行
観
十
二
因
縁
分

明
二普
門
圓
磨
之
義
一
(同

・
十
七
ノ

一
表
)

右
に
よ
つ
て
大
農
の
傾
向
を
見
得
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の

観
法
の
中
、

實
際
に
白
隠
系
の
輝
に
撮
取
さ
れ
、
大
き
な
影
響
を

與

え
た
も
の
は
安
那
般
那
数
息
観
で
あ
ろ
う
。

三

 

安
那
般
那
を
説
く
経
の
本
文
は
、

方
便
道
と
勝
道
と
に
分
け
ら

れ
、
各
々
に
退
分
、
住
分
、
升
進
分
、

決
定
分
の
四
分
が
あ
り
、

計
八
節
か
ら
成

つ
て
殆
ん
ど
全
艦

の
牛
ば
を
占
め
て
い
る
。

方
便

道
は
主
と
し
て
敷
息
の
方
法
と
過
程
を
微
細
に
分
析
し
て
、

退

・

住

の
爾
過
と
、
升
進

・
決
定
の
向
上
門
を
示
し
、

勝
道
は
方
便
に

よ
つ
て
生
ず
る
勝
境
界
の
段
階
を
四
分
し

て
読
く
の
で
あ
る
が
、

東
嶺
の
評
繹
は
前
節
に
そ
の

一
端
を
見
る
如
く
、

直
ち
に
看
話
繹

の
見
地
か
ら
之
を
理
解
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

師
ち
、

勝
道
と
は
見
性
成
佛
軍
傳
心
印

の
達
磨
琿
の
端
的
で
あ

り
、

方
便
道
は
敷
息
の
修
暉
観
法
に
よ
つ
て
普
ね
く
性
源
を
蓋
す

の
道
で
あ
る
。
言
わ
ば
、

前
者
は
本
寛
門

の
立
場
で
あ
り
、
後
者

、は
始
覧
門
の
立
場
で
あ
る
と
も
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

勝
道
約
二
正
悟

一、
方
便
道
約
二助
道
一。

又
有
=前
後
異

一、

初
心

修
=助
道

一
入
=
正
悟
心
一、

是
日
一三
剛
方
便

一。

已
得
=
正
悟

一再

修
=助
道
分

一、
是
日
=後
方
便

一。

(
一
ノ
ニ
表
)

　

　

　

　

　

以

=
封

治

門

一而

修

日

一一方

便

暉

一、

依

=
知

見

力

一
而

住

日

二
勝

道

　

　

　

　

輝

一。

以

=
観

照
力

一而

誰

日

=
方

便

智

埴、

悟

ご
本

圓

性

一
而

契

爲

こ

　

　

　

勝
道
智

一。

(
一
ノ
五
表
)

そ
し
て
前
者
の
如
き
解
繹
を
付
與
し
て
始
め
て
本
経
は
菩
提
達

磨
の
親
説
た
り
得
る
の
で
あ
り
、

同
時
に
後
者
の
如
き
方
便
道
と

し
て
の
敷
息
観
が
白
隙
系
看
話
縄
の
重
要

な
助
道
と

し
て
採
用
さ

れ
得
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

大
凡
修
一一縄
定

一者
、

若
不
レ依
一一
此
六
妙
門
十
六
特
勝
妙
義

一
修

至
一一駿
年

一難
レ蓋
=淵
底

一。

此

是

大
乗

小
乗
古
今
通
用
入
定
之

門
也
。

(
一
ノ
十
四
裏
)

又
、
こ
の
籔
息
観
は
、

さ
き
に
後
方
便

と
言
つ
て
い
る
よ
う
に

悟
時
の
定
力
を
養
う
た
め
に
も
最
も
重
覗

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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此

安

般

念

升

進

分

者

、

見

性

得

悟

之

人
再

修

二
琿

定

一令

=
道
根

堅
固

一、

令

二
知
見

廣

大

一、

令

二化

他

自

在

一、

令

二方

便

無

碍

一。

(
上

之

二

・
五

ノ
十

七
裏

)

四

思
う
に
、
初
期
の
中
國
佛
教
に
於
い
て
は
、

達
磨
多
羅
琿
経
に

説
か
れ
る
よ
う
な
種
々
の
観
法
を
内
容
と
す
る
坐
琿
法
が
先
づ
普

及
さ
れ
、

そ
の
流
れ
は
菩
提
達
摩
を
初
祀
と
す
る
暉
宗

の
基
盤
と

な
り
、
更
に
天
毫
の
止
観
と
な
つ
て
大
成
さ
れ
た
。

し
か
し
達
摩

琿
の
基
本
的
性
格
は
、

坐
暉
観
法
よ
り
は
見
性
開
悟
を
目
的
と
す

る
た
め
に
、

む
し
ろ
表
面
に
於
い
て
は
坐
繹
と
輝
観
を
否
定
す
る

任
運
無
作
無
心
の
輝
と
な
り
、

定
慧
不

二
と
言
い
つ
㌧
慧
に
定
を

撮
す

る
六
租
慧
能
系
の
頓
悟
暉
が
主
流
と
な
つ
た
。

そ
し
て
、
更

に
見
聞
覧
知
の
日
常
鷹
縁
の
は
た
ら
き
の
中
に
自
性
を
見
ん

と
す

る
馬
租

・
百
丈

・
南
泉

・
黄
巣

・
臨
濟

の
輝
に
ま
で
嚢
展
し

た
。

然
し
な
が
ら
、
定
と
慧
、
止
と
観
、

頓
悟
と
漸
修
は
暉
の
雨
面
で

あ
つ
て
、

一
方
の
弊
が
自
覧
さ
れ
た
時
に
は
他
方
が
張
調
さ
れ
、

一
面

が
主
張
さ
れ
る
時
は
他
の

一
面
が
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
る

の
で

あ
る
。
や
が
て
公
案
工
夫
を
方
法
と
し
、

大
疑
大
悟
の
過
程
を
と

る
宋
代
の
看
話
暉
が
成
立
し
た
の
は
必
然
で
あ
つ
た
。

東
嶺
の
師
白
隙
は
、
最
も
見
性
開
悟
を
重
ん
じ
、
彼
自
身
大
悟

小
悟

そ
の
籔
を
知
ら
ず
と
言
わ
れ
る
が
、

看
話
工
夫
と
正
師
の
提

蜥
を
強
調
す
る
反
面
、

或
る
種
の
暉
観
に
よ
る
暉
定
力
の
酒
養
を

e

口

す
㌧
め

(夜
船
閑
話

・
壁
生
草
)、

ま
た
達
磨
多
羅
暉
経
を
講
じ

た
よ
う
で
あ
る
。

東
嶺
が
達
磨
多
羅
暉
経
に
よ

つ
て
、
数
息
観
、
不
澤
観
な
ど
の

観
法
を
大
き
く
取
上
げ
、

特
に
何
人
に
も
親
し

み
易

い
敷
息
観

を
、

悟
前
悟
後
に
通
じ
て
道
根
と
定
力
を
培

う
無
上
の
助
道
方
便

と
し
た
こ
と
は
、

白
隙
系
の
琿
を
大
衆
化
し
安
定
化
す
る
こ
と
に

大
き
く
貢
獄
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

註

一

云

ふ

こ
と

な

か

れ
、

し

ば

ら

く
輝

観

を

拗

下

せ

ん
と

。
佛

の

言

は

く

、

心

を

足

心

に
を

さ

め

て
、

能

く

百

一
の
病

を

治

す

と
。

阿

含

に

麻

を

用

る

の
法

あ

り
。

心

の
労

疲

を

救

ふ

こ

と
尤

妙

な

り
。

…

…

…

腹

の
空

な
る

時

に
當

て
鄙

ち

静
室

に

入
り

、

端

坐

黙

念

と

し

て
出

入

の
息

を

数

へ
よ
。

一
息

よ

り

か

ぞ

へ
て
十

に
到

り
、

十

よ
り

数

へ

て

百

に
到

る
。

百

よ

り
撒

へ
持

ち

去

て
千

に
到

て
、

此
身

兀
然

と

し

て
此

心

寂

然

た

る

こ
と
虚

空

と
等

し
。

…

…

…

時

々

に
彼

の
内

観

を

潜

修

す

る

に
、

繊

に

三
年

に
充

た

ざ

る

に
、

從

前

の
衆

病
、

藥

餌

を
用

ひ

ず
。

鍼

灸

を

偶

ら

ず

、

任

運

に

除
遣

す

。

特

り

病

を
治

す

る

の

み

に

あ
ら

ず

。

從
前

手

脚

を

挾

む

こ
と
得

ず

、

歯

牙

を
下

す

こ
と
得

ざ

る
底

の
難

信

難
透

、

難

解

難

入
底

の

一

着

子
、

根

に
透

り

底

に
徹

し

て
、

透
得

過

し

て
大

歓

喜

を
得

る

も

の
、

大
凡

六

七

回
、

其
絵

の
小

悟

、

恰
挽

踏

舞

を
忘

る

㌧
も

の
撒

を

し

ら

ず
。

妙

喜

の
謂

ゆ

る
大

悟

十

八
度

、

小

悟

数

を

知

ら

ず

と
。

初

て

知

る
、

建

に
我

を

欺

か
ざ

る

こ
と

を
。

(白

隠

全

集

第

五
巻

)

註

二

内

観

與

二
暉

観

一共

合

並

修
、

清

苦

可

貴

。

依

二
内

観
功

一從

前

多

少

病

懐

彿

ノ
底

卒

癒
、

清

閑

瀟

酒
、

自
下
在
二
岩
瀧

一日
上
遙

勝
。

(白

隠

全
集

第

一
巻

・
壁

生
草

巻

中

之

下
)


